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調査研究実績 

の概要○○○ 

本研究の計画時点での概要は，屋外無線LANの電波伝搬を検討し，屋外用無線LANの適

切な回線設計方法を提案することである． 

まず，受信電力の計算値を求めるため，アンテナの設置高さをフレネルゾーン半径外に

なるように決定し，大地面の反射係数を求め，受信電力強度の計算値を求める．次に，実

際に，屋外実験にて，受信電力を測定し，計算方法の妥当性を示す．これにより，送受信

間距離に対する適切なアンテナの設置高さを提案する． 

さらに，天候変化時に対する受信電力の変化について，測定を行う．湿度や降水量に応

じて，測定を行う．特に，天候の変化による計算式は無いため，実際の天候の変化時にお

けるデータ収集は極めて重要であり，アンテナに必要な利得を提案する． 

今年度は，交付予算内で，上記の大地面の反射係数に関する研究を行ったので，以下に

研究実績の概要について述べる． 

送受信間の距離が電磁波の波長に比べて極めて長いときは，送信アンテナから放射され

た電磁波は平面波として扱うことができ，この平面波が大地に対して，ほぼ水平方向の角 



調査研究実績 

の概要○○○ 

度で入射（低入射）して反射する．このため，大地面による平面波の低入射散乱・回折現

象を数値的に調べる必要がある．平面波が水平方向からの入射角が小さい場合は，法線方

向の伝搬定数が，ほぼゼロになるため，計算精度の良い解析算法を用いなければならな

い．本研究では，大地面を周期的な誘電体格子と見なし，行列固有値による算法に影理論

を適用し，低入射による平面波の散乱・回折問題を検討した．影理論は，低入射角極限に

おける電磁波現象の特異性を扱うことができる，新しい理論である． 
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